
令和 8年 6月 26日 市政記者クラブ提供資料 

「考古博物館 特別展」と「夏休みこども体験博物館」の開催について 

１ 特別展「いにしえの絵画展 ‐なにが描かれているのかな？」 

◆趣 旨 

鈴鹿市にある上箕田遺跡からは弓を持つ人・鹿が描かれた弥生土器、寺谷 17 号墳か

らは鹿が描かれた巫女形埴輪など、絵が表面に棒状のもので描かれたものが出土してい

ます。一般に土器や埴輪などに描かれた絵は、単純な線で表現されることが多く、幼少

のこどもが描く絵と共通しているという指摘があり、こどもたちにとってわかりやすい

遺物であると考えられます。 

今回、こどもたちに楽しく考古学に親しんでもらうため、これらの遺物を中心に各地

の様々な「絵画」を展示します。また、梅田遺跡からはモミジ、竹野一丁目遺跡からはウ

サギを墨で描いた山茶碗が出土しており、鈴鹿市の伝統産業の鈴鹿墨にちなんで、併せ

て紹介します。 

今回の展示が考古学ファンだけでなく、こどもたちや絵画・美術に関心を持つ方が博

物館を訪れるきっかけとなることを期待します。また、こどもたちが「絵画」を楽しく

鑑賞することをとおして、考古学や歴史に興味を持ち、自分たちが住む鈴鹿の歴史を学

ぶ一助とします。 

 

◆と き 

会  期：令和８年 7月 11日（土）～令和８年９月 23日（水・祝） 

 開館時間：9時から 17時まで（入館は 16時 30分まで） 

休 館 日：毎週月曜日（祝休日の場合は開館）、第 3火曜日、 

祝休日の翌日（土日曜日・祝休日の場合は開館） 

 

◆ところ 

 鈴鹿市考古博物館 特別展示室 

 

◆観覧料 

 特別展 特別展・常設展共通 常設展 

一般・学生 200円 300円 200円 

小・中学生 無料 100円 100円 

※20名以上の団体は 50円引き 

※障がい者の手帳等をお持ちの方とその付添の方、未就学児、70歳以上の方は無料 

 （証明できるものを提示） 

 

◆展示構成 

  Ⅰ 線刻画 －棒で描かかれたこの絵はなにかな？  

  Ⅱ 墨画 －筆で描かかれたこの絵はなにかな？  

 



２ 

 

◆展示資料 

線刻画  

資料名 絵画の内容 遺跡名 所蔵・保管機関 

弥生土器壺 弓を持つ人・鹿・記

号 

上箕田遺跡 鈴鹿市考古博物館 

弥生土器 人面 十宮古里遺跡 

船？・建物？ 岸岡山Ⅲ遺跡 

巫女形埴輪 鹿 寺谷 17号墳 

弥生土器壺 

 

鹿・龍？ 舞出北遺跡 三重県埋蔵文化財センター 

鹿・船 小谷赤坂遺跡 

弥生土器 

 

 

 

 

 

 

龍 六大 A遺跡 

才良遺跡 

里前遺跡 

堀町遺跡 

船？ 村竹コノ遺跡 

鹿 下之庄東方遺跡 

鳥 高賀遺跡 

紡錘車 鹿 荘遺跡 

石製硯 人物 北奥遺跡 

渥美焼 鳥 佐八藤波遺跡 伊勢市 

弥生土器 鹿 

 

一色青海遺跡 

 

愛知県埋蔵文化財調査センター 

土製垂飾 

土師器壺 人面 名城公園遺跡 

土製紡錘車 龍 高井遺跡 豊橋市教育委員会 

弥生土器 瓜郷遺跡 

弥生土器壺

（複製） 

人面 亀塚遺跡 安城市歴史博物館 

※１原品 岐阜県文化財保護

センター所蔵 

※２原品 大垣市教育委員会

所蔵 

今宿遺跡※１ 

荒尾南遺跡※2 

弥生土器壺 人面 今宿遺跡 岐阜県文化財保護センター 

弥生土器 

 

鹿 

 

角江遺跡 

川合遺跡 

静岡県埋蔵文化財センター 

弥生土器壺 龍？ 

 

角江遺跡 

土師器高坏 長崎遺跡 

土師器 人物・鳥 平城宮跡 奈良文化財研究所 

建物 長屋王邸 
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弥生土器壺 龍？ 芝辻遺跡 奈良市埋蔵文化財調査センター 

三条遺跡 

埴輪 騎射人物 中之庄上ノ山古墳 

縄文土器 建物？弓？盾？水田？ 船橋遺跡 柏原市立歴史資料館 

（２点とも市指定文化財） 弥生土器 人物・犬 平野遺跡 

弥生土器壺 龍？ 水越遺跡 八尾市 

（小阪合遺跡出土品は市指定

文化財） 

土師器 

手焙形土器 

鹿・船 小阪合遺跡 

ほか 

墨画 

資料名 絵画の内容 遺跡名 所蔵・保管機関 

山茶碗 もみじ 梅田遺跡 鈴鹿市考古博物館 

うさぎ 竹野一丁目遺跡 

山茶碗 もみじ 

鳥・草木 

岩出遺跡群 三重県埋蔵文化財センター 

土師器皿 人物 鴻ノ木遺跡 

土師器 人面 

鳥 

平城宮跡 奈良文化財研究所 

土師器 猿・犬・植物 

鳥 

建物 

長屋王邸 

 

須恵器 鳥 

土師器 建物 

人面 

平城京跡 

須恵器 騎馬 

土師器皿 人面 

 

 

西大寺（旧境内） 奈良市埋蔵文化財調査 

センター 土師器甕 

 

東堀河跡 

東市跡 

土師器蓋 馬・人物 平城京跡 

土師器甕 人面 成法寺遺跡 八尾市   

ほか 

パネル展示 

資料名 絵画の内容 遺跡名 提供機関 

縄文土器 動物・弓 塚奥山遺跡 岐阜県文化財保護センター 

弥生土器 船 荒尾南遺跡 

弥生土器壺 鹿・建物・

犬 

東町田遺跡 大垣市教育委員会 

(東町田遺跡出土品は市指定重要文
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化財) 

弥生土器 建物・鹿・

人物 

養久山・前地遺

跡 

たつの市教育委員会 

弥生土器 鹿 

建物 

魚 

鳥 

唐古・鍵遺跡 田原本町教育委員会 

弥生土器 銅鐸 

鹿 

船 

東奈良遺跡 

 

 

茨木市教育委員会 

建物 中河原遺跡 

弥生土器 鹿 佐山尼垣外遺跡 久御山町教育委員会 

弥生土器 水草・魚・

カエル（人

物？） 

下郷遺跡 宮崎市教育委員会 

鰭付楕円筒埴輪 船 東殿塚古墳 天理市 

埋蔵文化財調査センター 

ほか 

◎関連講演会 

「考古資料と近現代美術」 

日時 令和 8年９月５日（土）13：30～  

講師 原 舞子 氏（三重県立美術館） 

 

 「絵画からよむ弥生社会」 

日時 令和 8年９月 12日（土）13：30～  

講師 穂積 裕昌 氏（三重県埋蔵文化財センター） 

 

◎展示解説（ギャラリートーク） 

 夏休みこども体験博物館と連携して開催予定 

 

◆主 催 鈴鹿市考古博物館 

 助 成 公益財団法人 岡田文化財団 
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２ 「夏休みこども体験博物館 2026」 

◆趣 旨 

 こどもやその家族などが体験講座に参加し、楽しく学ぶ中で、考古博物館や史跡伊勢

国分寺跡歴史公園の存在を知り、地域の歴史と埋蔵文化財に興味・関心を持つきっかけ

としていただくことを目的とします。 

 

◆と き 

 期 間：令和８年７月１８日（土）から８月３０日（日）まで 

休館日：７月２１日（火）、２７日（月）、 

８月３日（月）、１０日（月）、１２日（水）、１７日（月）、１８日（火）、２４日（月） 

 

◆ところ 

鈴鹿市考古博物館  

 

◆対 象 

 中学生以下（勾玉作り及び当日受付の講座は、年齢制限なし） 

※いずれの体験も小学校３年生以下の参加者は、保護者（高校生以上）の付添人（補

助をする方）が必要。 

 

◆内 容（詳細については別紙のとおり） 

 定番の勾玉体験は、白に加えて、黒とピンクも登場します。その他、うちわや風鈴 

など、季節を感じる講座や夏休みの自由研究に役立つ講座など、盛りだくさんな内容で 

開催します。 

◇期間中毎日開催（休館日を除く） 

勾玉作り体験  体験料：300円 

※事前予約制(電話、博物館窓口で先着順に受付)  

令和８年７月５日（日) 9:00受付開始 

  

◇毎週土曜日開催 

  午前：缶バッジ作り  体験料：100円（2個） 

  午後：火起こし体験  体験料：200円 

（雨天時等は缶バッジ作りに変更）   

※当日受付制(博物館窓口で先着順に受付) 

 

◇日替わり体験講座（期間中、１７種類の講座を計２６回開催） 

※事前予約制(電話、博物館窓口で先着順に受付) 

令和８年７月５日（日) 9:00受付開始 

※一部当日受付制の講座あり(博物館窓口で先着順に受付) 
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 ◇三重県誕生１５０周年連携イベント 

 「夏休みこども体験博物館 2026」は、三重県誕生１５０周年連携イベントとして

開催します。期間中は県から提供を受けたパネルの掲示や、ＰＲ資材の配布を行い

ます。 

◇勾玉作り体験参加者へのノベルティグッズの配布 

 イベントの集客を図るため、鈴鹿市 LINE公式アカウントのクーポン機能を活用 

し、勾玉作り体験参加者へのノベルティグッズ（缶バッジ）の配布を行います。 

 

※クーポンの発行・配信方法 

   ・イベントの開始前に友達登録者の「イベント情報」を受信設定している方に 

配信します。 

   ・鈴鹿市のリッチメニューにクーポンを設定し、当日、考古博物館でクーポン 

提示をしていただき、ノベルティグッズと引き換えます。 

 

 

◆広報活動  

・広報誌：広報すずか（令和８年７月号） 

・ウェブサイト：鈴鹿市、鈴鹿市考古博物館、 

・SNS：鈴鹿市公式 LINE、鈴鹿市考古博物館 X、鈴鹿市考古博物館 Facebook 

・マスメディア：市政記者クラブに情報提供（6月 26日記者会見） 

・チラシ：市内小中学校及び近隣の四日市市内小学校にチラシ送付 

          市役所及び市内各施設にチラシ設置 

 

◆問い合わせ先 

 ◇特別展 

  鈴鹿市考古博物館  館長 伊藤 和彦 

担当 吉田 真由美  直通電話：374-1994 

 

 ◇「夏休みこども体験博物館 2026」 

鈴鹿市考古博物館  館長 伊藤 和彦 

担当 伊藤 道彦    直通電話：374-1994 


